
各金者沿岸海洋景観のGISデータベース構築 各金者
一衛星画像を用いた藻場生態系の生態系機能評価ー

堀正和・島袋寛盛・山田勝雅（（独）水産総合研究センター・瀬戸内海区水産研究所）

研究協力 ：東条斉興（北海道大学）・渡辺健太郎・山北剛久（千葉大学）

【概要】
大型海蕩のガラモや顕花植物のアマモによって形成される3車場は．魚類をはじめ，
沿岸海洋生物の多織性と生物生産を維持する重要な生態系であるしかしながら，
近年では人為的影響や気候変動により世界規模で減少が著しい．そのため， 3車場
の空間分布の時系列変化や，その変化に伴う生物生産機能の変化を評価し，今
後の保全や再生への指針となる解析を行うことが重要である本研究では瀬戸内
海を対象に， RSを用いて3車場の空間分布をモ二世リングする手法の開発し， 3車場
と3車場を利用する魚類の生物生産とその空間分布に関するデ－舎ベースを構築す
るζとを呂的としている

【瀬戸内海の藻場】
．高い生態系サービス

一次生産力は需品帯雨林と同等司水質浄化作用に加え，沿岸生物の多機性
と二次生産を保障する効果あり
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・蓮場面積の大幅な減少
漁業・埋立・海岸開発・水質汚染等人為的要因による議場の消失
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湾岸の埋め立て・人工趨庫化 藻場面積の変遷
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【藻場の空間分布動態の把握】：
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リモートセンシングと現地調査による詳細な議場
マップを作成し，議場の空間分布と生物群集・生態
系償飽との関係を解析するこれらの結果を海域ス
ケールでのGISデ－；ベースの解析の補正・補完と
して用い，.禍の広減分布勤勉を肝価する

[ Future studies] 
・気候変動と’車場の空間分布動錨
・陸績の植生・景観変化や降水量の変化に伴う
燈水流入の変化が車車場に与える彫響予測 など

【藻場の空間分布解析：衛星画像と現地観測データの比較】

現地鍾灘：

サイドスキャンソナーによる分布担握
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聞査海域：安芸量・生野島

瀬戸内海西部の安芸灘北郷に位置し．北東
方向に閉口した入り江を有する入り江肉に
および島の海岸線周囲にアマモ織が宛遼
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人工衛星画像解析：

ALOS画像および気疎写真による分布解析
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．．乱 気E書画像を元にALOSE像から
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生野島月ノ浦アマモ場
気Eまi!i像を元lこALOS画像から

IQ)沿岸部で特徴的な線地 ｜ 
｜カバALOSからも確認できる ｜ 

いZ)磯・潮干帯は明綴に特定｜
｜ができる ｜ 

晴海縁辺の待状のアマモ場｜

HまALOS解像度では特定 ｜ 
古川不可能なようだ ｜ 
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